
9月10日（月）
開催予定です

9 月定例会は

江州音頭発祥の地

平成 24 年度
一般会計補正予算などを認定
町内福祉施設を視察研修
一般質問　ここが聞きたい
給食センターなどを視察

…………
…………
…………
…………

２～３
４～５
５～９
10

6 月定例会

第 号50
2012 年 8 月

議会改革をめざし　新たな飛躍を



平成24年8月　№50　とよさと議会だより 2

適正な生活保護制度の運用推進を求める意見書 
 
生活保護は、憲法第 25 条に定められた「健康で文化的な最低限度の生活を	 	 
営む権利」を保障するために設けられたセ－フティネットの制度であり、生活

に最低限必要な収入を得る労働が出来ず、貯蓄も、親族からの支援もないなど、

保護しなければ生命に影響するなどやむを得ない場合に生活保護の対象者とす

るものです。 
そして生活保護法には、民法に定める扶養義務者の扶養は生活保護に優先す

る旨が明記をされており、民法上扶養義務を負う三親等以内の親族による自

助・共助が大前提にあるはずです。 
しかし現実には、善良な納税者の皆さんにとって受け入れがたいと感じられ

るような事例も発生しており、一方では低賃金で働いている労働者よりも保護

費受給者の方が豊かな生活実態にあるなど、自立を謳いながら労働意欲を削い

でいる現制度の矛盾も重なって、社会の様々な歪は不公平感を益々大きなもの

となっています。 
本当に必要な方々への最終的セ－フティネットとして欠かすことが出来ない

重要な制度として生活保護を位置づけると共に、一方、生活保護を受けること

への意識やモラルが変化してきた今日では、受給状況の検証を厳格に行い、適

切な対応を執ることが社会の公平性を維持する上からも必要不可欠です。 
そこで、ケ－スワ－カ－の増員により状況把握を向上させると共に監視体制

の強化を図るなど、生活保護制度の適正な運用維持を推進されるよう強く要望

するものです。 
以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。 

 
平成 24年 6月 15日 

 
滋賀県知事	 嘉田由紀子	 様 

 
滋賀県犬上郡豊郷町議会 

 

○最終日（21 日）に平成 23 年 12 月および平成 24 年３月定例会から継続審査となっていた請願２
件を含め、各常任委員長から委員会報告がされ、請願１件は不採択、３件は引き続き継続審査す
ることに決定されました。

○町長から提出された案件は１３件 ( 内訳は条例１件、条例改正３件、
補正予算６件、報告３件 ) と専決処分の承認４件（内訳は条例改正１
件、補正予算３件）でした。

　また、議会から意見書１件、請願２件提出されました。

○６月定例会初日（６月 15 日）に町から提出された議案および意見書
はすべて原案どおり可決し、請願２件を委員会に付託しました。

　可決された意見書は、豊郷町議会として滋賀県知事に送付しました。

○一般質問は５議員が行いました。

6月
定例会

6月15日

6月21日
〜

31,327,000円
一般会計補正
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（議長は採決に加わらないため空白）

○＝賛成　× = 反対

平成24年6月豊郷町議会定例会
採決結果整理一覧

議 員 名

審 議 の 結 果

専決処分につき承認を求めることについて
 （豊郷町税条例の一部を改正する条例）  

専決処分につき承認を求めることについて
 （平成 23 年度豊郷町一般会計補正予算（第 7 号）） 

専決処分につき承認を求めることについて
 （平成 23 年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第 4 号）） 

専決処分につき承認を求めることについて
 （平成 23 年度豊郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第 4 号）） 

豊郷町認可地縁団体印鑑条例案    

豊郷町印鑑条例の一部を改正する条例案    

豊郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例案    

豊郷町課設置条例の一部を改正する条例案   
 

平成 24 年度豊郷町一般会計補正予算（第 1 号）    

平成 24 年度豊郷町国民健康保険事業特別会計補正予
算（第 1 号）    

平成 24 年度豊郷町簡易水道事業特別会計補正予算
（第 1 号）    

平成 24 年度豊郷町下水道事業特別会計補正予算（第
1 号）    

平成 24 年度豊郷町介護保険事業特別会計補正予算
（第 1 号）    

平成 24 年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会計補正
予算（第 1 号）

適正な生活保護制度の運用推進を求める意見書    

議員派遣の件    

「保育所運営費国庫負担金を廃止しないことを求める
意見書」の採択を求める請願書（継続審査） 

豊日中学校での自校方式によるランチルーム給食の早
期実現を求める請願書（継続審査）  

「こんな時に消費税増税は行わないこと」との意見書
の提出を求める請願書（継続審査）  

運転停止中の原子力発電所について、現時点での再稼
働をしないことを求める請願 ( 継続審査） 
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前田 西山 西澤
（博）鈴木 西澤

（き）西村 佐々木 中島

全員
賛成 河合 今村 北川 堀
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3常任委員会合同視察研修
　

総
務
、
文
教
民
生
、
産
業
建

設
の
３
常
任
委
員
会
が
５
月
17

日
に
町
内
福
祉
施
設
の
現
状
に

つ
い
て
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
9
名
の
施
設
に

対
す
る
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

①ケアパートメント 桜 3 番館（石畑）
②ステップあップ 21（八目）
③デイサービスセンター 元気村（安食南）
④あったかホーム　恭やん（雨降野）
⑤あすなろ福祉会（沢）

視察場所

　
今
回
の
視
察
で
感
じ
た
事

は
、
ど
の
施
設
も
衛
生
的
で

し
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

あ
る
運
営
方
法
が
し
っ
か
り

整
備
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
財
政
を
含
め
高
齢
者

社
会
は
ま
っ
た
無
し
。
地
域

を
よ
り
元
気
づ
け
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
。

　
高
齢
者
賃
貸
住
宅
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
防
犯
設
備
、
24

時
間
有
資
格
者
の
常
駐
監
視

に
て
安
全
、
安
心
し
て
居
住

で
き
る
賃
貸
住
宅
で
あ
る
が

日
常
生
活
を
営
む
た
め
、
外

構
の
防
護
柵
、
一
部
緑
地
を

施
工
す
る
な
ど
居
住
環
境
を

備
え
る
自
治
体
独
自
の
建
築

基
準
も
必
要
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
し
た
。

　

町
内
の
福
祉
施
設
の
視

察・研
修
に
て　
特
に
、「
元

気
村
」
を
訪
問
し
て
、
町
内

の
お
年
寄
り
が
み
な
さ
ん
元

気
に
笑
顔
で
、
手
や
足
を
動

か
し
な
が
ら
輪
に
な
っ
て
楽

し
ん
で
お
ら
れ
た
事
が
と
て

も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
い

つ
ま
で
も
達
者
で
い
た
い
も

の
で
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
は
地
域
で

支
え
る
。
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
み
る
。
と
い
う
地
域

福
祉
が
進
む
な
か
豊
郷
町
の

地
域
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
視
察
で
し

た
。
宅
老
で
は
、
高
齢
者
が

た
だ
集
ま
る
だ
け
で
な
く
、

子
育
て
中
の
親
子
や
学
校
か

ら
帰
っ
て
き
た
子
供
た
ち
も

集
ま
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

源
は
高
齢
者
の
元
気
と
パ

ワ
ー
。
す
べ
て
の
地
域
に
よ

り
よ
い
地
域
福
祉
の
形
が
で

き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
石
畑
区
の
高
専
賃
は
住
民

説
明
が
不
足
と
感
じ
た
。
雨

降
野
区
の
き
ょ
う
や
ん
は
地

域
高
齢
者
の
活
発
な
利
活
用

が
光
る
。
町
の
先
進
地
。
障

害
者
の
元
気
な
仕
事
ぶ
り
が

良
か
っ
た
。
あ
す
な
ろ
園
。

多
く
の
高
齢
者
が
笑
顔
と
体

操
、話
し
か
け
る
。
元
気
村
。

　
町
内
の
福
祉
施
設
を
見
学

さ
せ
て
頂
き
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
障
害
者
、
又
高

齢
者
の
施
設
を
見
て
非
常
に

大
変
な
施
設
で
あ
る
と
再
認

識
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
人

間
が
生
活
す
る
に
当
た
り
絶

対
必
要
な
施
設
で
あ
り
関
係

各
位
の
御
努
力
に
敬
意
を
表

し
ま
す
。

「
政
治
の
貧
困
が
こ
こ
に
も
」

　
高
齢
者
賃
貸
住
宅
を
訪
れ

た
際
「
養
護
施
設
な
ど
に
入

れ
な
い
人
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。」
と
の
説
明
。
高
齢

者
が
老
後
を
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
施
策
の
充
実
は
政
治
の
責

任
で
す
が
、
政
治
の
貧
困
が

こ
こ
に
も
現
れ
て
い
る
事
を

実
感
し
ま
し
た
。

「
福
祉
施
設
の
視
察
、
研
修

に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
」

　
精
神
障
害
者
、
知
的
障
害

者
、重
度
訪
問
介
護
等
の
官・

民
各
事
業
者
に
は
、
福
祉
の

観
点
で
よ
り
一
層
の
弱
者
へ

の
国
、
県
の
支
援
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。ま
た
、

従
事
し
て
お
ら
れ
る
職
員
方

の
労
働
条
件
等
に
対
し
て
、

国
、
県
は
改
善
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
あ
っ
た
か
ホ
ー
ム
「
恭
や

ん
」（
雨
降
野
）
へ
施
設
研

修
に
訪
問
し
、
代
表
の
北
川

乙
彦
様
や
地
域
の
み
な
さ
ん

よ
り
日
頃
の
取
り
組
み
や
運

営
等
、
い
ろ
い
ろ
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。
字
の
中
の
空

家
が
、
こ
ん
な
に
も
生
き
生

き
と
地
域
の
活
性
に
生
か
さ

れ
て
い
て
感
嘆
の
想
い
で
し

た
。

堀　
　
常
一

西
山　
　
勝

中
島　
幸
子

前
田　
広
幸

佐
々
木　
康
雄

西
村　
雄
三

鈴
木　
べ
ん
い
ち

西
澤　
博
一

西
澤　
き
よ
た
だ
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一
般
質
問
こ
こ
が
聞
き
た
い

5

小
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化

に
お
い
て
は
、
県
下
で
も
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
大
変
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
る
が
、
何

と
か
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療

費
無
料
化
に
で
き
な
い
か
と
、

３
月
に
も
質
問
し
た
と
こ
ろ

中
学
校
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化

に
つ
い
て
は
、
来
年
４
月
か

ら
円
滑
な
実
施
に
向
け
て
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
医
療
費
と
し
て

は
、
年
間
４
０
０
万
円
ほ
ど

見
込
ん
で
い
る
。

「
行
財
政
の
効
率
化
を
図
り
、

補
助
金
な
ど
を
勘
案
し
た
中

で
検
討
し
て
い
く
。」
と
い

う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
実
施
に
向
け
た
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

質
問

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
！

来
年
４
月
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る

ケアパートメント 桜 3 番館

ステップあップ 21

デイサービスセンター 元気村

あったかホーム　恭やん

あすなろ福祉会

町
長

議員北川 和利
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一
般
質
問
こ
こ
が
聞
き
た
い

6

通
学
路
の
安
全
対
策
は

歩
道
と
よ
り
安
全
な
通
学
路
の
整
備
に

議員佐々木康雄

自
転
車
に
乗
り
買

い
物
を
す
る
高
齢

者
が
手
提
げ
カ
バ
ン
を
ひ
っ

た
く
ら
れ
る
事
件
が
町
内
で

何
件
か
あ
り
、
そ
の
犯
人
も

検
挙
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
最

近
で
は
５
月
19
日
彦
根
市
内

で
、
東
近
江
市
内
で
は
５
月

５
日
と
19
日
の
２
件
と
近
隣

で
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

犯
罪
防
止
に
街
頭
自
動
カ
メ

ラ
、
俗
に
言
う
防
犯
カ
メ
ラ

を
何
ヶ
所
か
に
設
置
す
る
こ

と
は
ど
う
か
。

小
学
生
の
集
団
登

校
や
集
合
し
て
い

る
所
に
暴
走
車
輌
が
突
っ
込

み
、
死
傷
者
が
多
く
発
生
し

て
い
る
事
件
が
多
く
、
ま
こ

と
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
町
で
は
、
合
併
前
の
昭

和
29
年
に
旧
日
枝
村
の
中
山

道
で
小
学
１
年
生
の
児
童
が

車
の
タ
イ
ヤ
が
は
ず
れ
、
そ

の
タ
イ
ヤ
に
ひ
か
れ
即
死
し

た
、
い
た
ま
し
い
事
件
が

あ
っ
て
当
時
の
親
は
通
学
路

の
整
備
に
一
生
懸
命
で
し
た
。

　
旧
両
村
は
財
政
的
に
困
窮

し
て
い
た
の
で
買
収
は
で
き

な
い
た
め
地
主
か
ら
無
償
貸

与
で
設
置
し
た
所
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

考
え
る
と
、
通
学
路
の
整
備

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
住
民
の

皆
様
の
協
力
も
得
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
通
学
路
の
あ
り

方
と
整
備
に
つ
い
て
検
討
は
。

彦
根
警
察
署
管
内

で
昨
年
発
生
し
た

ひ
っ
た
く
り
事
件
は
解
決
し

た
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
本
年
４
月
、
５

月
の
2
ヶ
月
間
で
５
件
の
事

件
は
、
未
解
決
で
す
。
こ
の

た
め
、
彦
根
警
察
署
と
連
携

し
、
ア
ス
ト
店
前
で
街
頭
啓

発
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
字

区
長
様
に
注
意
を
呼
び
か
け

啓
発
チ
ラ
シ
の
回
覧
依
頼
を

し
た
。
さ
ら
に
防
災
行
政
無

線
を
通
じ
て
、
住
民
に
ひ
っ

た
く
り
に
注
意
す
る
よ
う
周

知
徹
底
を
図
っ
た
。
豊
郷
駐

在
所
に
は
、
重
点
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
願
っ
て
い
る
。

亀
岡
市
で
悲
惨
な

事
故
が
発
生
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
各
校
園

に
幼
児
、
児
童
、
生
徒
の
交

通
安
全
や
命
の
尊
さ
を
再
度

指
導
徹
底
の
通
知
を
し
た
。

　

ま
た
、
各
校
園
で
通
学
路

の
危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
教

職
員
の
指
導
と
見
回
り
や
両

小
学
校
の
多
く
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
、
青
少
年

育
成
町
民
会
議
の
皆
さ
ん
等

多
数
の
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

安
全
の
協
力
を
頂
い
て
い
ま

す
。
中
山
道
等
の
交
通
安
全

誘
導
を
高
め
、
町
行
政
や
警

察
と
連
携
を
取
り
、
パ
ト
ラ

イ
ト
、
歩
道
、
よ
り
安
全
な

通
学
路
の
整
備
に
努
め
た
い
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
効
果
で
、

そ
の
後
発
生
し
て
い
な
い
。

　

街
頭
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

設
置
場
所
、
管
理
方
法
、
個

人
情
報
保
護
法
の
観
点
等
が

あ
り
、
彦
根
警
察
署
と
相
談

し
十
分
研
究
を
要
す
る
と
考

え
る
。
協
議
会
等
の
設
立
に

つ
い
て
も
彦
根
警
察
署
と
相

談
し
て
い
き
た
い
。

豊
郷
町
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
な
ら

な
い
よ
う
防
犯
の
取
り
組
み

を
。

中
山
道
は
横
断
場

所
を
明
確
に
し
安

全
を
。

質
問

質
問

再
質
問

再
質
問

町
長

町
長

安心・安全のまちづくりは！
街頭啓発・重点的パトロール実施
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し
っ
か
り
品
質
管
理
体
制
で
実
行

町
営
施
設
の

工
事
施
工
管
理
体
制
の
取
組
は

議員西村 雄三

我
国
は
急
速
な
人

口
減
少
時
代
に
突

入
す
る
と
予
想
さ
れ
そ
の
度

合
が
著
し
い
と
さ
れ
る
地
方

圏
の
将
来
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
下
に
あ
る
。
人
口
減
少

に
向
け
て
着
実
な
対
応
を

図
っ
て
行
く
べ
き
で
生
活
機

能
を
整
備
す
る
事
は
も
は
や

困
難
で
あ
り
、
選
択
と
集
中
、

集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
考

え
に
基
づ
き
同
じ
生
活
圏
に

属
す
る
自
治
体
の
協
力
体
制

を
強
固
に
す
る
必
要
有
で
す
。

当
町
も
１
市
４
町
で
定
住
自

立
圏
を
締
結
し
て
効
果
を
発

揮
し
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、

更
に
一
歩
前
に
進
め
て
広
域

合
併
に
進
め
て
行
く
事
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
更
な

る
前
進
を
是
非
お
願
い
し
た

い
。
町
長
の
考
え
を
聞
か
せ

て
下
さ
い
。

本
年
度
に
於
い

て
町
の
施
設
の

改
善
並
び
に
補
修
工
事
は

４
億
４
千
５
百
７
拾
万
円
予

算
計
上
致
し
て
い
ま
す
が
、

私
は
特
に
執
行
に
当
た
っ
て

強
く
要
望
致
し
た
い
事
が
有

り
ま
す
。
全
て
の
工
事
が
入

札
に
か
け
ら
れ
落
札
業
者
に

施
行
を
お
願
い
す
る
の
で
す

が
、
去
る
入
札
工
事
の
設
計

で
町
の
予
算
の
１
８
．
７
％

で
落
札
さ
れ
た
業
者
が
居
ら

れ
ま
す
。
安
く
施
行
し
て
頂

く
の
は
町
民
に
と
っ
て
大
変

有
難
い
事
で
す
が
私
が
危
惧

す
る
の
は
「
安
か
ろ
う
悪
か

ろ
う
」
に
な
ら
な
い
か
品
質

に
劣
化
が
起
こ
り
結
果
的
に

「
安
物
買
い
の
銭
失
い
」
に

な
る
気
が
し
ま
す
。
当
該
工

事
の
品
質
管
理
体
制
を
ど
う

過
去
の
一
時
期
に

合
併
に
向
け
て
の

協
議
を
重
ね
た
経
過
が
あ
り

平
成
16
年
に
破
綻
し
た
事
は

御
承
知
の
通
り
で
す
。
現
在

各
町
が
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
有

る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

状
況
、
今
後
１
市
４
町
が
湖

合
併
と
言
う
の
は

相
手
が
あ
っ
て
こ

そ
進
む
の
で
す
。
そ
れ
故
に

如
何
に
し
て
効
率
の
良
い
行

政
運
営
を
す
る
の
か
が
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
今
の
現
状
で

す
。
行
政
コ
ス
ト
を
下
げ
て

住
民
の
皆
様
に
質
の
良
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
現

状
出
来
う
る
一
番
最
高
の
方

策
だ
と
考
え
て
い
る
。

私
以
下
職

員
が
肝
に

銘
じ
て
適
正
な
施
行
が
出
来

う
る
よ
う
、
完
成
し
て
頂
け

る
よ
う
に
注
意
し
て
ま
い
り

た
い
。

現
場
管

理
や
事

故
に
十
分
注
意
を
図
り
、
設

計
図
書
通
り
か
十
分
に
管
理

体
制
を
し
っ
か
り
取
り
適
正

に
工
事
完
了
を
進
め
る
。

東
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
に

基
づ
い
て
推
進
し
て
い
く
事

で
す
。

当
町
は
７
千
人
強

の
人
口
で
す
。
民

生
費
の
増
え
方
が
非
常
に
多

い
、
年
い
っ
た
方
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
る
。
色
ん
な
医

療
費
の
増
加
、
又
介
護
保
険

の
使
用
増
加
も
問
題
で
す
。

当
町
の
住
民
の
皆
様
が
こ
こ

で
生
活
し
て
良
か
っ
た
と
言

え
る
町
造
り
を
し
な
い
と
税

金
又
各
種
保
険
の
値
上
が
り

で
は
住
民
の
皆
様
の
町
離
れ

が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
町
長
に

も
う
少
し
前
向
き
な
発
言
を

求
め
た
い
と
思
う
。

町
長

町
長

西
山
総
務
主
監

小
川
地
域
整
備
課
長

質
問

質
問

再
質
問

確
保
し
請
負
業
者
に
品
質
管

理
の
徹
底
を
ど
う
指
導
さ
れ

る
の
か
。

広域行政に対する取組は
湖東定住自立圏で出来うる限りの行政サービスを
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食
教
育
の
生
き
た
教
材
と
し
て
の

中
学
校
給
食
の
早
期
実
地
を

最
後
は
、
町
の
判
断
に
な
る

学
校
給
食
法
第
２

条
の
４
つ
の
目

標
（
表
を
参
照
）
は
、
義
務

教
育
で
学
校
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
学
校
給
食
に
求

め
る
も
の
を
明
示
し
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
に

一
定
の
修
繕
基
準
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
か
。

ご
質
問
の
通
達
、

確
認
を
し
ま
し
た
。

た
だ
、
現
物
が
確
認
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
答
弁
を

控
え
た
い
。

再
質
問

教
育
長

群
馬
県
の
高
崎
市

で
は
、
今
、
セ
ン

タ
ー
方
式
か
ら
自
校
方
式
へ

の
切
り
替
え
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
高
崎
市
長
は
、「
将

来
の
子
ど
も
に
投
資
す
る
の

再
々
質
問

食
教
育
の
生
き
た

教
材
と
し
て
の
中

学
校
給
食
の
早
期
実
施
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

① 

町
長
は
、
豊
日
中
学
校

の
給
食
の
実
施
に
つ
い
て
湖

東
定
住
自
立
圏
の
中
で
彦
根

セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
方
式
で

進
め
た
い
旨
の
答
弁
を
し
て

い
る
が
そ
の
理
由
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

② 

1
9
5
6
年
に
学
校
給

食
法
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ

た
際
、
当
時
の
文
部
省
の
通

達
で
始
め
て
、
学
校
給
食
の

教
育
的
意
義
に
つ
い
て
具
体

的
な
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ

た
が
、
そ
の
内
容
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。（
そ
の
他
の

質
問
は
省
略
）

給
食
セ
ン
タ
ー
と

し
て
集
約
す
る
事

に
よ
り
、
人
件
費
、
食
材
費
、

維
持
管
理
費
な
ど
の
費
用
に

つ
い
て
コ
ス
ト
縮
減
が
見
込

め
る
こ
と
。
ま
た
、
財
政
的

に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
こ
と
。

生
産
者
の
思
い
、

自
然
の
恩
恵
、
食

文
化
の
大
切
さ
、
そ
れ
を
教

そ
う
い
う
市
長
も

あ
れ
ば
、
全
部
セ

ン
タ
ー
方
式
で
や
っ
て
い

る
市
も
あ
る
。
日
野
町
も

今
、
選
挙
に
な
っ
て
い
る
が

…
私
は
（
給
食
の
方
法
）
が

ど
れ
が
正
し
い
と
か
、
正
し

く
な
い
と
か
…
、
言
え
る
の

は
温
か
い
質
の
良
い
給
食
を

提
供
し
て
い
く
の
が
…
。
ま

た
、
日
野
町
や
愛
荘
町
で
も

検
討
会
が
開
か
れ
た
が
、
結

局
、
全
部
両
論
併
記
（
セ
ン

タ
ー
方
式
と
自
校
方
式
） 

で
、

セ
ン
タ
ー
方
式
も
自
校
方
式

も
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
最
後

は
町
が
判
断
し
な
い
さ
い
と

言
う
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

教
育
的
意
義
（
表
を
参
照
） 

…
。
つ
ま
り
、
給
食
は
単
に

食
事
を
提
供
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
学
校
教
育
法
の
目
標

を
達
成
す
る
一
環
と
し
て
あ

る
事
は
明
白
で
す
。
学
校
教

育
活
動
や
食
教
育
の
一
体
性

の
観
点
か
ら
、
学
校
教
育
活

動
全
体
に
参
加
が
出
来
な
い

セ
ン
タ
ー
方
式
や
調
理
の
民

間
委
託
は
学
校
管
理
運
営
を

分
断
し
不
適
切
で
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
や
は
り
、

本
来
の
給
食
は
自
校
方
式
で

あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

育
し
て
い
く
の
が
学
校
で
あ

り
、
家
庭
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

は
無
駄
で
は
な
い
」
と
市
長

の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
。
町
長
に

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
求

め
る
。

質
問

町
長

町
長

町
長

○ 学校給食法第２ 条（ 学校給食の目標）

○ 学校給食法の教育的意義について

● 給食は、単に食事を提供するだけで
はなく、学校教育法の目標を達成す
る一環としてある。

１　日常生活における食事について、正しい
理解と望ましい習慣を養うこと。

２　学校生活を豊かにし明るい社交性を養う
こと。

３　食生活の合理化、栄養の改善および健康
の改善を図ること。

４　食料の生産、配分および消費について、
正しい理解を導くこと。

１　栄養士がどのような考えで献立を作成し
たのか・・・児童生徒に伝えなさい。

２　給食調理員がどのように給食を創意・工
夫しているのか・・・を子どもたちに伝
えなさい。

＊ 学校給食法第１ 条（ 学校給食の目的）
１ 児童及び生徒の心身の健全な発達に資する。
２ 国民の食生活の改善に寄与する。

「この 4 つの目標は、学校教育法に掲げる義務教
育諸学校の目標を達成するため、特に、学校給食
に求めるところを明示した。」もの（ 学校給食法並
びに同法施行令等の施行について文部省 昭和 29 年）

鈴木 べんいち 議員
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子
育
て
支
援
施
策
の

医
療
費
無
料
化
拡
大
を

来
年
４
月
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
拡
大
し
ま
す

豊
郷
町
町
営
住
宅

管
理
条
例
に
あ
る

修
繕
の
範
囲
と
比
べ
て
、
今

回
５
戸
の
譲
渡
前
修
繕
の
実

態
は
ど
う
な
の
か
、
ま
た
、

今
後
混
乱
を
防
ぐ
た
め
に
は

全
国
的
に
は
、
医

療
費
無
料
化
が
拡

大
さ
れ
る
と
医
療
費
は
横
ば

い
か
ら
多
少
下
が
る
傾
向
が

出
て
い
ま
す
。
早
期
に
診
療

機
関
に
受
診
し
重
症
に
な
る

前
に
早
く
治
癒
で
き
る
点
で
、

医
療
費
無
料
化
拡
大
は
、
子

育
て
支
援
施
策
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
と
も
に
、
医
療
費

一
定
の
修
繕
基
準
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
か
。

再
質
問

再
質
問

改
良
住
宅
譲
渡
は
、

当
初
計
画
よ
り
大

幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
譲
渡

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

に
は
、
町
の
譲
渡
契
約
後
の

修
繕
の
基
準
を
明
確
化
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

現
在
、
町
は
小
学

校
卒
業
ま
で
の
無

料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
国
保
会
計
の
平

成
23
年
度
と
平
成
22
年
度
の

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子
ど

も
の
一
人
当
た
り
年
間
医
療

費
は
い
く
ら
で
す
か
。

質
問

質
問

当
初
、

50
万
円

の
修
繕
予
算
で
し
た
が
、
実

際
は
約
85
万
か
ら
約
1
8
0

万
円
必
要
に
な
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
対
応
に
苦
慮
し
た

次
第
で
す
。

雨
漏
り

床
下
、

白
ア
リ
、
窓
サ
ッ
シ
等
、
当

初
予
算
で
は
足
り
ま
せ
ん

今
後
は
、
新
た
に
発
足
し
た

“
改
良
住
宅
譲
渡
チ
ー
ム
”

で
入
居
者
の
修
繕
希
望
も
聞

い
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

当
初
計

画
達
成

は
現
実
的
に
不
可
能
で
す
。

今
後
の
見
直
し
は
、
改
良
住

宅
管
理
要
領
を
受
け
、
土
地

価
格
の
変
更
、
譲
渡
前
修
繕
、

入
居
承
継
条
件
等
、
方
針
を

定
め
適
時
判
断
し
て
い
き
ま

す
。

今
後
の

影
響
で

す
が
、
土
地
価
格
が
下
が
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

こ
で
、
今
ま
で
修
繕
し
た
５

戸
と
の
整
合
性
を
保
ち
な
が

ら
、
一
定
修
繕
価
格
、
上
限

価
格
、
ま
た
仕
様
な
ど
も
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
質
問

の
趣
旨

は
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
に
向
け
必
要
見
込
額
に

つ
い
て
か
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
平
成
23
年
度
の
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
一

人
当
た
り
の
平
均
年
間
医
療

費
は
、
８
万
7
，2
1
9
円

で
す
。
次
に
、
就
学
前
医
療

費
無
料
化
だ
っ
た
平
成
22

年
度
は
、
11
万
1
，6
8
7

上
田
地
域
振
興
主
監

上
田
地
域
振
興
主
監

鈴
木
住
民
生
活
課
長

鈴
木
住
民
生
活
課
長

神
辺
保
健
福
祉
課
長

円
で
し
た
。
22
年
度
は
23

年
度
よ
り
医
療
費
総
額
が

5
0
0
万
円
多
く
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
一
つ
の
学
年

で
7
0
0
万
円
を
超
え
る

医
療
費
が
あ
っ
た
こ
と
が
原

因
で
す
。
全
体
の
人
数
が
少

な
い
の
で
少
し
の
変
動
で
も

大
き
な
差
が
出
る
状
況
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

抑
制
に
お
い
て
も
有
効
な
施

策
で
す
。
町
長
は
、
来
年
４

月
か
ら
4
0
0
万
円
の
予

算
で
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
表
明
さ
れ
ま

し
た
が
、
所
得
制
限
な
し
の

完
全
無
料
化
実
施
を
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

、
。

改良住宅譲渡にかかる
修繕費の基準は

改良住宅譲渡チームで今後検討する 議員今村 恵美子
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発
行
責
任
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長　

堀　
　
　

常　

一

　

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

西　

村　

雄　

三

副
委
員
長　

西　

澤　

博　

一

委　
　

員　

佐
々
木　

康　

雄

西　

澤
き
よ
た
だ

前　

田　

広　

幸

　

平
成
23
年
３
月
11
日
東
日
本
大
震

災
か
ら
１
年
と
５
ヵ
月
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
。
国
家
を
挙
げ
て
の
支

援
に
よ
り
被
災
地
の
復
旧
復
興
は
、

一
歩
、
一
歩
前
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、

現
状
で
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
見
通
し

が
つ
か
な
い
状
況
で
被
災
地
の
多
く

の
方
々
は
、
大
変
厳
し
い
日
々
の
生

活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
津
波
で
尊
い
命
を
奪

わ
れ
た
人
々
に
対
し
て
ご
冥
福
を
祈

り
一
刻
も
早
く
普
段
の
日
常
生
活
に

復
帰
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
（
第
50
号
）」
を
読

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
時
期
は
、
真

夏
で
各
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
節

電
に
協
力
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
毎
日
が
続
き
ま
す
の

で
、
特
に
高
齢
者
の
方
々
は
、
十
二

分
に
気
を
つ
け
ら
れ
ま
し
て
こ
の
夏

を
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
西
澤　

博
一
）

前回第 49 号で第５期介護保険料で当町の保険料金が滋賀県下で一番安いと記載いたしましたが、
湖東定住自立圏内（彦根市、愛荘町、多賀町、甲良町）で一番安い保険料です。
訂正してお詫び申し上げます。

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
「
豊
日

中
学
校
で
の
自
校
方
式
に
よ
る
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
給
食
の
早
期
実
現
を

求
め
る
請
願
書
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

単
に
「
自
校
方
式
」
と
決
め
つ

け
ず
、他
に
も
「
セ
ン
タ
ー
方
式
」

や
「
弁
当
注
文
方
式
」
な
ど
、
ど

の
よ
う
な
方
式
が
い
い
の
か
、
慎

重
に
議
論
し
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
今
回
３
常
任
委
員

会
合
同
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
以
前
よ
り
各
議
員
か
ら

中
学
校
で
の
給
食
実
現
に
向
け
て

一
般
質
問
が
な
さ
れ
伊
藤
町
長
も

任
期
中
に
は
、
必
ず
結
果
を
出
す

と
明
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
郷
町
議
会
と
し
て
周
辺
地
域

の
視
察
な
ど
、
コ
ス
ト
、
仕
組
み
、

衛
生
面
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
や
給
食

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
全
て
に
お

い
て
の
管
理
体
制
を
さ
ま
ざ
ま
な

方
面
か
ら
検
討
し
、
今
後
早
期
実

現
に
向
け
、
慎
重
に
審
議
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

参
加
者
は
11
名　

訂正とお詫び

給 食 視 察
（3常任委員会合同視察）
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